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五

石
油
ガ
ス
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
に
限
る
。）の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油
ガ

ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が

平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数

値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

六

軽
油
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
車
に
限
る
。）の
う
ち
、
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
又
は
平
成
二
十
一

年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上

の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

６

次
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
、
営
業
用
の
乗
用
車
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。）に
対
す
る

第
百
七
十
七
条
の
七
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
営
業
用
の
乗
用
車
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別

割
に
限
り
、
当
該
営
業
用
の
乗
用
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
新

規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
五
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
第
三
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同

条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

一

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒

素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
ガ
ソ
リ
ン
軽
中
量

車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令

和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
三
十
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量
車
基
準
に
定
め
る
窒

素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
平
成
十
七
年
石
油
ガ
ス
軽
中
量

車
基
準
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令

和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三

軽
油
自
動
車
の
う
ち
、
平
成
三
十
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
又
は
平
成
二
十
一
年
軽
油
軽
中
量
車
基
準
に
適
合

す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
七
十

を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る

も
の

附
則
第
十
二
条
の
五
第
一
項
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
、「
第
四
項
」を「
第

六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
四
条
第
二
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
四
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
七

項
中
「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
中
「
令

和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項

中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

三
年
法
律
第

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
（
当

該
施
行
の
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
」
に
、「
令
和
二
年
度
」
を
「
令
和

五
年
度
」
に
改
め
、「
三
分
の
一
」
の
下
に「（
当
該
国
際
船
舶
の
う
ち
海
上
運
送
法
第
三
十
九
条
の
二
十
三
に
規
定
す

る
認
定
特
定
船
舶
導
入
計
画
に
従
つ
て
取
得
さ
れ
た
同
法
第
三
十
九
条
の
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
船
舶
で
総

務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
六
分
の
一
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条

第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
二
十
二

項
」
を
「
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
、
軌
道
法
」を「
又

は
軌
道
法
」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項

と
し
、
同
条
中
第
十
七
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
八
項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
令
和
三
年
三
月

三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
二

条
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
七
号
」
に
、「
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
」
を
「
速
達
性
向
上
事
業
」
に
、「
同
法
の
施
行

の
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改

め
、「
及
び
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
駅
附
帯
施
設
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
項

を
第
十
八
項
と
し
、
第
二
十
二
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
二
十
三
項
を
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
中
「
令

和
二
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
令
和
三
年
三

月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中

「
第
四
十
一
項
」
を
「
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八

項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
第
二
条
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
六
号
」
に
、「
第
二
条
第
四

号
イ
」
を
「
第
二
条
第
五
号
イ
」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
項
を
第
二
十
七
項
と
し
、
第
三
十
一
項
を
削
り
、
第
三
十
二
項
を
第

二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
令
和
三
年
三

月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
中
第
三
十
六
項

を
第
三
十
二
項
と
し
、
第
三
十
七
項
を
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
令
和
三
年
三
月

三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
項
を
第

三
十
六
項
と
し
、
第
四
十
一
項
を
削
り
、
第
四
十
二
項
を
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
帰
還
環
境
整

備
推
進
法
人
が
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
」
を
「
帰
還
・
移
住
等
環
境
整
備
推
進
法
人
が
令
和
三
年
四
月
一
日
」に
、

「
帰
還
環
境
整
備
事
業
計
画
」
を
「
帰
還
・
移
住
等
環
境
整
備
事
業
計
画
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と

し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
五
項
を
第
四
十
項
と
し
、
第
四
十
六
項
か
ら
第
四
十
九
項
ま
で
を
五
項
ず
つ
繰

り
上
げ
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

45

自
転
車
活
用
推
進
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
自
転
車
活

用
推
進
計
画
に
定
め
ら
れ
た
自
転
車
を
賃
貸
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
者
が
令
和
三
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
、
か
つ
、
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却
資
産
で
総
務
省
令

で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、第
三
百
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
償
却
資
産
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
当
該
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
四
分
の
三
の
額
と
す
る
。

46

次
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律

第

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
取
得
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
三
分
の
一
を
参
酌
し
て
六
分
の
一
以
上
二
分
の
一
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
施
設
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
三
分
の
一
）

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
五
条
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者

が
同
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
基
づ
き
設
置
し
た
同
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
で

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二

下
水
道
法
第
二
十
五
条
の
十
四
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者
が
同
条
に
規
定
す
る
認
定
計
画
に
基
づ
き
設
置
し

た
同
法
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

附
則
第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
十
六
項
若
し
く
は
第
十
七
項
」
を
「
前
条
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
四

項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
十
六
項
、
第
十
七
項
若
し
く
は
第
三
十
二
項
」
を
「
前
条
第
十
三
項
、
第

十
四
項
若
し
く
は
第
二
十
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
八
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三

十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
二
条
第
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
十
九
号
」
に
、「
第
二
条
第
十
八
号
」
を

「
第
二
条
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。


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